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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月18日(2014.8.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　IL-13Rα2ペプチド、EphA2ペプチド、survivinペプチド及びWT1ペプチドを含む、医薬
組成物。
【請求項２】
　IL-13Rα2ペプチド、EphA2ペプチド及びsurvivinペプチドを含む、医薬組成物。
【請求項３】
　IL-13Rα2ペプチド、EphA2ペプチド、YKL-40ペプチド及びGP100ペプチドを含む、医薬
組成物。
【請求項４】
　IL-13Rα2ペプチドは配列番号：１－４のいずれかを含み、EphA2ペプチドは配列番号：
６を含み、survivinペプチドは配列番号：７を含み、かつ、WT1ペプチドは配列番号：８
を含む、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項５】
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　IL-13Rα2ペプチドは配列番号：１－４のいずれかを含み、EphA2ペプチドは配列番号：
６を含み、survivinペプチドは配列番号：７を含む、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　IL-13Rα2ペプチドは配列番号：１－４のいずれかを含み、EphA2ペプチドは配列番号：
６を含み、YKL-40ペプチドは配列番号：１０を含み、かつ、GP100ペプチドは配列番号：
１１を含む、請求項３に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　１以上のペプチドが樹状細胞にロードされている、請求項１－６のいずれか１項に記載
の医薬組成物。
【請求項８】
　アジュバントをさらに含む、請求項１－６のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　アジュバントが、モンタニド（Montanide）ISA-51である、請求項８に記載の医薬組成
物。
【請求項１０】
　IL-13Rα2ペプチド、EphA2ペプチド及びもう１つのペプチドを含む、医薬組成物。
【請求項１１】
　他のペプチドがsurvivinペプチドである、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　他のペプチドがWT1ペプチドである、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　他のペプチドがYKL-40ペプチドである、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　他のペプチドがGP100ペプチドである、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　脳がんを治療、予防又は管理するための、請求項１－６のいずれか１項に記載の医薬組
成物。
【請求項１６】
　ヘルパーＴ細胞エピトープをさらに含む、請求項１５に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　ヘルパーＴ細胞エピトープが、PADREペプチド、破傷風トキソイドペプチド、又はHBV12
8-140コアペプチドである、請求項１６に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　免疫応答調整物質をさらに含む、請求項１５に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　免疫応答調整物質が、poly-ICLC又はイミキモドである、請求項１８に記載の医薬組成
物。
【請求項２０】
　医薬組成物が、皮下又は節内投与用に製剤化されている、請求項１５に記載の医薬組成
物。
【請求項２１】
　脳がんの治療、予防又は管理のための組み合わせ医薬であって、(i) IL-13Rα2ペプチ
ド、EphA2ペプチド、survivinペプチド、WT1ペプチド、ヘルパーＴ細胞エピトープ及びア
ジュバントを含む第１の医薬組成物と、(ii) 免疫応答調整物質を含む第２の医薬組成物
と、を組み合わせてなる医薬。
【請求項２２】
　脳がんの治療、予防又は管理のための組み合わせ医薬であって、(i) IL-13Rα2ペプチ
ド、EphA2ペプチド、survivinペプチド、ヘルパーＴ細胞エピトープ及びアジュバントを
含む第１の医薬組成物と、(ii) 免疫応答調整物質を含む第２の医薬組成物と、を組み合
わせてなる医薬。
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【請求項２３】
　脳がんの治療、予防又は管理のための組み合わせ医薬であって、(i) 樹状細胞にロード
されたIL-13Rα2ペプチド、樹状細胞にロードされたEphA2ペプチド、樹状細胞にロードさ
れたYKL-40ペプチド、樹状細胞にロードされたGP100ペプチド及びヘルパーＴ細胞エピト
ープを含む第１の医薬組成物と、(ii) 免疫応答調整物質を含む第２の医薬組成物と、を
組み合わせてなる医薬。
【請求項２４】
　グリオーマに対するワクチン接種のための、EphA2883-891を含む組成物であって、CTL
応答を生じさせるのに十分な条件下で患者に導入される、組成物。
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